
2021年12月1日(水)

岐阜県 ・ 中部圏社会経済研究所 共催

10:30～12:20

開催方式：オンライン
（Zoomウェビナー）

主 催： 岐阜県

(公財)中部圏社会経済研究所

10：30～11：05

「『清流の国ぎふ』SDGs推進ネットワーク」
リーディング会員取組み事例紹介

株式会社十六銀行 「十六銀行のＳＤＧｓの取組みについて」
和光会グループ
「地域包括ケア×SDGs ～地域とともに。Smile和光会2030～」

11：05～12：10

講演

「今だからこそＳＤＧｓに取り組む意義」

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科 教授 蟹江 憲史 氏

ワシントンD.C.よりLIVEで質疑応答（講演は録画）

プログラム

講師紹介 慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科 教授 蟹江 憲史氏
〔講師略歴〕

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授、同大学SFC研究所xSDG・ラボ代表、国連大学サステイナビリ
ティ高等研究所(UNU-IAS)非常勤教授などを兼任。北九州市立大学講師、助教授、東京工業大学大学院
准教授を経て現職。Future Earth SDG Knowledge Action Network（KAN)共同議長、同コアプロジェ
クトEarth System Governance プロジェクトScientific Steering Committee 委員などを歴任、日本政府
SDGs推進円卓会議構成員、内閣府地方創生推進事務局自治体SDGs推進のための有識者会議委員など、
国際的、国内的にSDGsや環境問題を中心に多方面で活躍中。Earth Commission委員を務め、また2023
年Global Sustainable Development Report執筆の15人の独立科学者の一人に国連事務総長から選出
されている。専門は国際関係論、サステナビリティ学、地球システム・ガバナンス。SDGs研究の第一人者であり、研
究と実践の両立を図っている。主な著書に「SDGs（持続可能な開発目標）」（中央公論新社、2020）など
がある。

はじめよう！ＳＤＧｓ
～持続可能な地域社会の実現に向けて
地域課題解決に多様な主体が連携する意義～

岐阜県 令和３年度 「清流の国ぎふ」ＳＤＧｓ推進ネットワーク事業

第3回中部社研時事フォーラム

お申込み等
お申込 ： 当財団ホームページまたは裏面申込書により

11月25日（木）までにお申込みください。
参加費： 無料 定 員 ： 上限1,000名



E-mail: criser@criser.jp
ＦＡＸ：052-212-8782

『第3回中部社研時事フォーラム』参加申込書

貴社・貴団体名

ご所属

お役職

お名前

連絡先 電話

連絡先 ＦＡＸ

連絡先 メールアドレス（必須）

※上記にご記入いただいた情報は、公益財団法人中部圏社会経済研究所の「個人情報保護方針」に則り
適切に使用いたします。

※Web開催につきましては、インターネットの通信状況により、接続が不安定になる可能性がございます。予め
ご了承ください。
※ZOOMウェビナーにご参加いただくためのＵＲＬをメールにて、前々日までにお送りします。

＜問い合わせ先＞
公益財団法人 中部圏社会経済研究所

企画調査部 石橋
〒460-0008 名古屋市中区栄四丁目１４番２号

久屋パークビル３階
Tel: 052-212-8790 FAX:052-212-8782
E-mail: criser@criser.jp

財団ホームページからも
お申込できます

http://www.criser.jp/

11/25
締切
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